Traffic and Activity Impact of 2001 Heavy Snowfall in Fukui Region by 川本, 義海 et al.
福井大学地域環境研究教育センター研究紀要
「日本海地域の自然と環境J
No.8 , 29-37, 2∞l 
平成13年大雪が福井地域の交通と地域活動に及ぼした影響
Traffic and Activity Irnpact of 2001 Heavy Snowfall in Fukui Region 
川本義海*
(福井大学工学部建築建設工学科)
本多義明日
(福井大学工学部建築建設工学科)
1 .はじめに
平成 13 年 1 月上旬から中旬にかけて降った雪は，近年の暖冬による少雪に慣れた福井地域にとって
昭和 61 年以来日年ぶりの大雪となった.幸いにもこの大雪は数日で終息に向い，福井地域は危機的な
状況には至らずに済んだものの，大雪影響下の約 1 週間，交通機関は大きく混乱し，日常生活や経済活
動は多大な影響を被ったこのことは雪国福井において，薄れかけた人々の雪に対する意識と雪対策の
重要性をあらためて認識させるとともに，今後の雪に対する様々な取り組みに対し多くの示唆を与えた.
そこで本稿は，新聞記事を中心に各方面で公表されている各種資料ならびに大雪に直面した実際の経
験を踏まえ，大雪時にも大きな混乱を引き起こさないための雪対策のあり方，雪国における心構え等に
関する冬期の交通問題を中心に整理し，雪対策の基礎資料とすることを目的とする.
2. 降積雪の状況と大雪被害の概要
2. 1 降積雪の状況と防災体制
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2001 年 1 月初頭にモンゴ、ルやシベリアに記録
的な寒さをもたらした北極からのg齢、寒気が西日
本まで南下し，全国的に厳しい寒さとなり日本海
側を中心として広い範囲にわたって雪を降らせた.
日本列島は 14 日，東北から山陰にかけて日本海
側など広い範囲で大雪となった. 1 月の平均気温
は福井市で 2.00C(平年差-l. lOC)，敦賀市で 3.40C
(平年差-l.OOC) となり，特に大雪のあった 1 月中
注)績艶!土は日祝日を表す
旬は冬型の気圧配置が続き，平年より低温の日が続いた.
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福井地方気象台は， 12 日未明(4:30)全域に大雪注意報を発表し， 15 日夕方(16:1ωには大雪警報に切り
替えている. 16 日未明(5:20)には大雪注意報に再び切り替えられたが， 17 日夕方(17:3ωには大雪注意報
も解除され風雪注意報に切り替わっている.同気象台によると，およそ 13 日夜， 14 日夜， 15 日朝と夕
方， 16 日夜， 17 日朝にそれぞれ大きな気圧の谷が通過し 寒気が入り込んで県内に大雪を降らせたよ
うである.参考までに 1 月のカレンダーを表ー 1 に示す.福井地域の平野部で積雪が始まった 1 月 13
日からの福井県内各地の最深積雪ならびに積雪の深さ (9 時現在)は表-2 のとおりである.
日降雪量(前日 9 時~当日 9 時(50cm 以上))についてみると， 13 日には和泉村で 58cm， 14 日には
大野市で 57cm，今庄町で 50cm， 17 日には敦賀市で 51cm を記録している.福井市では，降り始めの
13 日から大雪の峠を越える 17 日までの 5 日間の総降雪量は 153cm に及び， 17 日には最深積雪が 93cm
となった. 13 日から 16 日までは連日 20cm 以上の日降雪量があり 15 日には 58cm と期間中最多日降
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表-2 県内各地の積雪の深さ (9 時現在)ならびに最深積雪 (24 時日界) (cm) 
観測地 1/13 (土j 1 /14 (日) 1/15 (月) 1 /16 (刈 1/17 (別 1 /18 (木) 1/19 (劃 1/20 (土〉 1/21 (日)
和泉村 136 169 187 169 192 177 191
 173 190 
(147) (171 ) (191 ) (192) (196) (194) (196) (198) (195) 
大野市 26 80 95 92 
、 118 104 107 98 93 
( 58) ( 80) (105) (110) (118) (121) (11) (104) ( 99) 
福井市 3 30 49 77 90 79 
63 54 50 
( 23) ( 37) ( 75) ( 88) ( 93) ( 82) ( 67) ( 56) ( 52) 
武生市 6 26 39 59 85 78
 67 61 59 
( 17) ( 31) ( 62) ( 87) ( 90) ( 81) ( 71) ( 63) ( 60) 
今圧町 38 81 99 136 160 148
 139 128 121 
( 64) ( 94) (139) (161 ) (163) (153) (143) (134) (126) 
敦賀市 3 16 36 74 95 84 
62 54 48 
( 7) ( 38) ( 54) ( 8) ( 96) ( 87) ( 6) ( 56) ( 53) 
小浜市
。 3 29 23 22 37 25 21 19 
( 0) ( 32) ( 31) ( 24) ( 41) ( 40) ( 26) ( 2) ( 21) 
注)福井気象台データによる上段 :積雪の深さ (9 時現在) ， 下段(カッコ内) 最漂積雪 (24 時日界)を表す
雪量で、あった.最深積雪についてみると ， 福井市
が 93cm， 大野市が 121cm，今庄町が 163cm，敦
賀市が 96cm，美浜町が 7&m で、あった. 過去百
年でみると，今回の積雪量は福井市で 32 番目と
なった.では県外ではどのようで、あったか. 表-
3 は， 北陸 3 県の富山市，金沢市，福井市の最深
積雪をみたものである. これより 北陸地方では今
回の大雪の影響をほぼ同時期に受けている こ とが分かるが，特に金沢市，福井市で平年値を大きく 上回
っておりその影響が大きかったことが窺える.
次に防災体制についてみると ， 国土交通省は 15 日 (15 :30)本省警戒体制を整えた.福井県は 16 日午後
3 時に除雪対策本部を道路雪害対策本部に格上げし 除雪車の借り上げ台数など態勢を強化するととも
に， 大雪に対応 した県災害対策連絡室(第一配備体制)を設置し情報収集や警戒に当たった南条町も
雪害対策本部を設置， 福井市が情報連絡室を設けるなど県内 11 市町村で対策の強化が図られ， 18 日ま
でに 16 市町村で雪害対策本部などの組織が立ち上げられた大雪が終息に向かった 19 日には国土交通
省の今村政務官が現地視察に訪れ， 福井市の花月橋の排雪場や河野村大良近辺の一般国道 8 号の除雪状
況などを見て回った.また福井県警においては， 警備部長を長とする災害対策連絡室を設置し対応した
22 日には県内市町村の大雪の対策組織は，福井市，武生市など 6 市町村で角平散し 敦賀市など残り 10
市町村は 2， 3 日状況をみることと し引き続き本部を置くこととした (22 日現在 : 雪害対策本部 13 市
町村，除雪対策本部 1 村，災害対策情報連絡室 1 市，警戒体制 1 市) .なお大雪終息後の 23 日には， 16 
日に設置された県災害対策連絡室が廃止され， 消防防災課が情報収集を継続することとなった.また同
時に県道路雪害対策本部は県除雪対策本部に移行された.
わ一向一町一的
2. 2 大雪被害の概要
今回の大雪により，福井地域でも様々な被害が報告されている.県内の被害状況は表-4のとおりで
ある.人的被害では屋根の雪下ろし作業中の転落や歩行中の転倒などにより 78 名の死傷者が出たま
た雪の重みによる元繊維工場の倒壊をはじめ，その他家屋の屋根の一部が崩れるなどの被害が出た農
作物被害も嶺北地方を中心にハウスの倒壊などが発生するほか，越前海岸特産の越前水仙などが雪に埋
れ葉や枝が折れるなど大きな被害を受けた.雪の重みによる配電線の切断により各地で停電も相次いだ.
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のあ水も道町水るるれれささ出用が使限め制た水の給雪り融よのに路加た道増つ
3. 交通への影響
県内で最も影響を受けるとともに地
域に多大な損失を与えたものに，連日
にわたる交通の混乱が挙げられる.県
内の交通網はもちろん，県外とを連絡
する広域幹線交通網が断続的に寸断さ
れたことが大きな問題となり，地域の
危機管理の重要性も再認識された.県
表-4 大雪による被害
人的被害 |死者 5 名負傷者 73 名
住宅被害 |住家被害一部損壊 3 棟
非住家被害全壊 4 棟，一部損壊 6 棟
農林業被害|農業用施設(ビニールハウスなど)倒壊 424 棟/
約 1 憶 100 万円，野菜・花井被害(小松菜，ほう
れんそう，スイセン他)76. 4ha/約 4、 700 万円
9 市町村(約 4， 700 戸)
2 町 (3 ， 211 戸)
始業時刻繰り下げ(延べ 312 校)，下校時刻繰り
上げ(延べ 433 校) ，集団下校(延べ 331 校) ，臨
時休校(小学 58 校， 中学 29 校，高校 9 校の延べ
96 校) , 自宅待機 (5 校)
注)福井県災害対策連絡室調べ (1 月 22 日現在)
停電
給水制限
公立学校へ
の影響
内の交通機関が受けた影響について新
聞記事等をもとに整理すると以下のようになる.
3. 1 鉄道
(1) J R 
14 日には，新潟県での大雪の影響で，新潟発大阪行きの雷鳥 22 号が約 2 時間遅れたのをはじめ，県
内を走る特急列車や普通列車に 5'""25 分程度の遅れが出た JR 北陸線では， 14 日未明に南福井一敦賀
聞に今冬初めてラッセル車が出動し，越美北線にも出動した.
15 日早朝からダイヤが乱れ，午後 8 時 20 分現在で特急は加越 8 号など 24 本が全区間運休したほか，
急行能登号は金沢一福井間など 2 本が区間運休した普通列車は 80 本が全区間運休， 22 本が区間運休
したほか，特急、や普通列車が終日 30 分から最大 7 時間程度遅れ， 2 万 5 千人に影響が出たまた越美
北線では，福井越前大野聞が 12 本，越前大野一九頭竜湖聞が 9 本，それぞれ区間運休し 400 人に影
響が出た なお小浜線には大きな遅れはなかった同 15 日午後 8 時頃，今庄駅構内で金沢発敦賀行き
の上り貨物列車が立ち往生したのが発端となり 9 時間半にわたって上り線を塞ぎ，富山発名古屋行きし
らさぎ 10 号など特急 7 本など後続の列車が福井駅，武生駅など 7 つの駅に停車し，乗客 1，300 人が列
車内で一夜を明かすこととなった. 15 日夕方に富山駅を発車したしらさぎ 14 号は， 16 日午後 5 時過ぎ
に 23 時間 9 分遅れで米原駅に到着し，丸 1 日遅れで名古屋駅に到着した
16 日早朝には一度開通するものの，午後 1 時半頃に今庄町湯尾駅付近で貨物列車が動けなくなり再び
不通となった.この影響で午後 8 時現在，金沢発大阪行きのサンタ、ーバード 28 号など特急 68 本が全区
間運休， 1 本が区間運休したほか，急行能登号が金沢一福井聞で、区間運休した普通列車は上りを中心
に 100 本が全区間運休， 4 本が区間運休し，合わせて約 3 万人に影響が出たなおこの日は越美北線，
小浜線は大きな遅れはなかった.
17 日も敦賀一南条聞の積雪が 170cm を超え， 2 台のロータリー車の除雪などにより終日ダイヤが混
乱した.午後 8 時現在，富山発大阪行きのサンダーバード 2 号など特 107 本が全区間運休，普通列車は
118 本が全区間運休し，運転した列車も 30 分から最大で 5 時間程度遅れ，合計 2 万 8 千人に影響が出
た越美北線では，上下線合わせて 3 本が運休し，最大 1 時間半程度遅れ 100 人に影響が出た小浜線
では除雪作業のため午前 5 時 46 分東舞鶴発の始発から 9 時 50 分までの 4 時間，普通列車 10 本が運休
し 500 人に影響が出た.
18 日午後 5 時現在では，富山発米原行きのしらさぎ 2 号など特急 43 本が全区間運休し， 5 本が区間
運休した福井発上野行きの能登号など急行 4本は全区間運休し，普通列車は 36 本が全区間運休した
運転した普通列車は上り線が 10 分'""1 時間，下り線は 5 分から最大 1 時間 40 分程度遅れ，計 1 万 3，500
人に影響が出た.越美北線では，午後からの除雪作業のため 4本が区間運休し出た.小浜線で、は大きな
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表-5 大雪による JR北陸線・越美北線の運休本数とその影響人員 (1 /15-1 /19 の 5 日間)
北陸線 越美北線月 日 特急 急行 普通 計 影響人員(人) 普通 影響人員(人)
1/15 (月) 24 2 (2) 80 (22) 106 (24) 25, 000 13 
1/16 (火) 77 ( 1) 5 (1) 140(11) 222 (13) 32.000 
1/17 (水) 107 6 118(13) 231 (13) 28, 000 3 
1 / 18(木) 48 ( 5) 4 36 88 ( 5) 13, 500 4 (4) 
1/19 (金) 18 ( 4) 18 ( 4) 4. 500 
計 274 (1 0) 17 (3) 374 (46) 665 (59) 103.000 20 (4) 
注)カッコ肉の数字は区間運休の本数(福井新聞 2001 . 1.26，県内総合 P22 より抜粋)
遅れはなかった.
400 
100 
10 
510 
19 日には雷鳥 22 号など特急 14 本が全区間運休， 4 本が区間運休し約 4.500 人に影響が出た普通列
車は 5 分程度遅れたものの運休はなかった. 越美北線，小浜線はともにほぼ平常どおり運行した.
以上のように， 15 日から 19 日の 5 日間にわたり終日 ダイヤが乱れ，北陸線では特急 274 本，急行
17 本，普通 374 本の計 665 本が運休し，計 10 万 3 千人に影響が及んだ(表-5 ). 中には 17 日， 全
特急が運休する事態も発生した.越美北線では普通 24 本運休し 510 人，小浜線で、は 10 本運休し 500
人に影響が出た.
(2) 私鉄
京福電鉄では， 15 日には朝から全線で 20~30 分の遅れがみられ，越前本線と三国芦原線では午前 11
時以降，除雪作業のため通常 1 時間 2 本の運行を 1 本に減らしたものの運休が相次いだ. 16 日には午
前 9 時から 1 時間 1 本の運行となった. 17 日には 1 時間間隔の運行で 30 分ほどの遅れが出た. 18 日
には所々で徐行運転したため 1 時間間隔の運行となった 19 日には午前中，車両の手配ができなかった
ため，越前本線， 三国芦原線で 13 本の運休したものの，午後には平常に戻った.京福電鉄では， 15 日
から 18 日まで越前本線と三国芦原線で 536 本中 222 本が運休した
福井鉄道では， 15 日には福井市内の道路渋滞の影響で朝からダイヤが乱れ，通常 20 分間隔の運行を
1 時間間隔に切り替えた.午前 9 時頃には，武生新発田原町行きの普通電車(2 両編成)が福井市の幸橋
北詰で圧雪状態の路面に車両が号|つ掛かり，約 30~40 分にわたって立ち往生したこのため後続の電
車と合わせて約 200 人の乗客が下車して徒歩で会社や学校に向かうこととなった. 16 日には福井市役
所前一田原町間(路面電車部分)を運休し，武生方面を全線午前 9 時から 30 分間隔で運行した 17 日
にも福井市内の除雪が進まず市街地に乗り入れができなかったため， 30 分間隔で武生新一福井新聞の運
行となったが，午後 3 時から 20 分間隔までに戻した. 18 日には福井市役所一田原町聞が復旧し 5 分程
度の遅れはあったもののほぼ定刻どおりの運行となった. 19 日 には午前中，福井駅前に入れなかったが，
午後 1 時から市役所前一福井駅前聞が開通 し全面復旧 したその他は始発からダイヤ通り運行した
3. 2 北陸自動車道
北陸自動車道では， 14 日 午前 7 時 30 分頃，今圧町新道の上り線で降雪による視界不良のため走行車
線に停車中の乗用車に 4 ト ン ト ラックが追突し，上り線の武生一敦賀聞が午前 9 時 5 分から午後 3 時
40 分まで通行止めとなった福井一加賀聞の上下線とも吹雪による視界不良のため 14 日午後 11 時 5
分から 15 日 午後 3 時まで約 16 時間にわたって通行止めとなった.また今圧町内で発生したスリップ事
故の影響で 15 日午後 9 時 50 分から武生一敦賀間上り線が約 6 時間半通行止めとなった.同 10 時 20
分から敦賀一今圧問下り線が路面凍結のため通行止めとなった.
16 日 には武生一敦賀間の上り線で早朝から正午過ぎまで 6 時間以上にわたって通行止めとなり，また
凍結や除雪のため上り線の丸岡一敦賀間，下り線の長浜一敦賀間で断続的に通行止め規制が出された.
17 日 も除雪作業などで上り線の丸岡 敦賀問，下り線の長浜一敦賀間で通行止めとなり，上り下り線
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とも 10km 以上の渋滞が発生し，敦賀トンネル上り線内には 200""'"'300 台の車両が立ち往生した.中に
はトンネル内のパスに十数時間閉じ込められた観光客もあり，状況の問い合わせもで、きずにパニック寸
前の状態で、あったこのような状況の下，敦賀市や鯖江市など沿線市町村，日本道路公団福井・敦賀両
事務所では，これら立ち往生した車両の人々に食料，簡易トイレなどを配布した.
18 日午後 4 時 45 分には，下り線の敦賀一武生間で通行止めが解除されたものの，上り線はまだ武生
一敦賀間で、通行止めが継続された同日も圧雪で登坂不能の大型車が相次ぎ，敦賀一武生聞の上下線が
通行止めとなった
19 日午前 1 時半には，圧雪の除去作業が行われていた上り線の武生一敦賀聞が 16 時間ぶりに通行止
めが解除され上下線ともスムーズに流れた. この日は速度規制が実施されたものの通行止めはなかった
以上のように， 16 日から 19 日までの 4 日間で，上り線が 6 回で計 68 時間(丸岡一敦賀間 33 時間
40 分，福井一武生問 34 時間 40 分を含む)，下り線が 3 回で計 48 時間 35 分の通行止めとなった期間
中，武生一敦賀間でスリップなどにより動けなくなった車両は約 150 台に上り，その大半はタイヤチェ
ーンを装着していないトラックや前輪にしかチェーンを装着していないトレーラーで，多くは関西，中
京方面，石川，富山両県などの県外車だ‘った.この期間， 15 日正午頃金沢西インターチェンジに入り，
16 日の夜を南条サーヒ。スエリアで明かし， 17 日午前 5 時頃出発したが間もなくスト ップし 3 度目の夜
をパス内で、迎えることとなった名古屋市の観光ノくスもあった.なお北陸自動車道は 1996 年(平成 8 年)
の大雪の時にも同じ区間で連続 40 時間余りにわたって通行止めとなっている.
3. 3 一般国道 8 号
14 日午前 7 時 44 分頃， 敦賀市赤崎で雪のためスリ ップした普通乗用車が対向の大型トレーラー側面
ι衝突し，現場は事故後約 1 時間通行止めになった.
15 日午後 10 時半頃，敦賀市江良，五幡付近の数ヶ所で、大型トラック数台がスリ ップし脱輪，道路を
塞ぎ上下線とも封鎖され， 16 日未明から片側通行が続いた.
16 日夜にも河野村などで大型トラックのスリップ事故が相次いで発生し，午後 10 時 40 分から敦賀
市赤崎一武生市春日野間が全面通行止めとなった北陸自動車道の通行止めとも重なったため，一般国
道 8 号は一時南進する上りが武生市塚原から福井市浅水町付近まで約 20km，下りが敦賀市から滋賀県
境まで終日，断続的に大渋滞が続くこととなった.
17 日午後 1 時半頃には脱輸したトラックなどの撤去が終了し通行止めも一旦解除されたものの，両車
線を埋めていた北進車両を流した時に再び2 ヶ所で、スリップ事故が発生し，解除後数十分で再び通行止
めとなった.同日午後 9 時 50 分には武生市塚原一敦賀市杉津聞の全面通行止めが約 1 日ぶりに解除さ
れた. 18 日には通行止めはなくなったものの渋滞は残った.
19 日には北陸自動車道が上下線流れ始めると同時に 8 号もようやく渋滞が解消され，この日は規制が
実施されなかった.
以上のように， 16 日と 17 日の両日，連続で 14 時間 50 分におよび通行止めとなった.また県管理の
道路では， 15 日 から 22 日の聞に 5 路線で不通となった.また県内の除雪では， 17 日の 207 路線 327
台をピークに， 23 日までに計 3，557 台が出動した.
3. 4 一般道
一般道では，多くの道路は車に踏み固められた凸凹の圧雪状態となり，轍に車輪を取られ動けなくな
る車両が続出した福井市内ではこの冬初めて除雪車が出動した.歩道の大半は除雪がされず，中には
車道で除雪された雪の堆雪場となっている所も多くみられた 15 日午前 4 時頃には，坂井町東長田の県
道で大型トレーラーが雪のためスリップし脱輪した道路上に積み荷が散乱し処理のために正午頃まで、
通行止めとなった. 同 15 日福井市中心部の大名町交差点では， 交差点内で車が立ち往生し，福井鉄道
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福武線の電車は午前 11 時ごろから電車を発車できない状態となった. 16 日には一般国道 364 号の丸岡
町山竹田 石川県境問が石川県側の雪崩で通行止めとなった. また和泉村東市布から岐車県境へ抜ける
一般国道 158 号が岐阜県側の雪崩で一時通行止めとな。た 20 日には一般国道 158 号の大野市上唯野
一和泉村県境問で、数ヶ所にわたり雪崩が発生し，午後 5 時 10 分から全面通行止めとなった.同日午後 5
時現在で一般国道 364 号の丸岡町山竹田一石川県境問も通行止めが続いた.嶺南では， 一般国道 8 号の
武生敦賀聞が断続的に通行止めになった影響を受けて一般国道 27 号や一般国道 161 号でも渋滞が発
生した.
以上のように一般道でも多くの影響がみられたが，その中でも除排雪の問題は大きく，例えば昭和 59
年以来の大雪に見舞われた敦賀市では， 24 日までに除雪費用が概算で 1 億 6 千万を超えるなど，各自治
体で除雪費用が膨らんだ.
3. 5 路線バス・高速パス
京福ノくスは 15 日始発から道路渋滞のため終日ダイヤが混乱した郊外から福井市内に入ってくるパ
スは，午前 6 時 36 分大野発福井行きが 9 時過ぎ福井着になるなど，平常より 1 時聞から 2 時間の遅れ
となったまた福井市学園町から ]R福井駅前までは通常 10 数分のところ，市中心部の渋滞により 3
時間以上かかった. 16 日には福井市内や郊外線が午前 11 時頃まで渋滞によるダイヤの乱れが続いたも
のの，その後落ち着きを取り戻した.
福鉄パスは 15 日福武線で福井市内の渋滞のために各便約 2 時間遅れ，午後 3 時の武生発福井行きが
運休となった. その他の路線では終日 20""30 分の遅れとなった. 16 日には越前海岸方面行きが一部経
路を変更して運行し，各線で 10""20 分程度の遅れがあった.
17 日には京福パス，福鉄パスともに不定期運行となった敦賀市では 17 日，福鉄パス，コミュニテ
ィパスがすべて運休した 18 日には京福ノ《スが不定期運行，福鉄パスが路線によって運休や不定期運行
となった 19 日には一部道路除雪のため経路を変更した路線もあったもののほぼダイヤ通り運行され
た期間中の運休は 22 日現在，京福パスが福井市内延べ 8 路線，岡市郊外延べ 4 路線，福井鉄道が嶺
北で延べ 57 路線，嶺南で延べ 46 路線となった.
高速ノミスは 15 日名古屋線小松空港線ともに終日運休となり 16 日にも終日運休となった. 17 日は
名古屋行きが全面運休，東京行きは 16 日深夜に福井を出たが，渋滞のため 17 日午前 6 時に鯖江から引
き返したまた 16 日夜に東京を出発し滋賀県長浜で立ち往生していた高速ノ《スは約 12 時間遅れの 17
日午後 7時頃福井に到着した 18 日には名古屋行き，東京行きが全面運休した. 19 日には名古屋行き
が運休となった.
ここで鉄道，道路等，県内の交通で問題となったことをまとめると表-6のようになる.
表-6 交通上問題となった出来事
-路面電車軌道内への車の無理な進入と轍での立ち往生(福井市街7 ・踏切内での車の立ち往生
不法な路上駐車 ・消雪・融雪装置の動作不十分 ・時機を得た有用な交通情報の不足 ・交差点
内での車の立ち往生 ・圧雪による路面の凸凹 ・除雪車両の不足 ・除雪車オペレーターの技量
低下・経験不足 ・雪道の運転技術の低下・経験不足(特に若年層) ・雪道への意識の低さ(スコッ
プの不携帯など) ・検問後のチェーン外し(特に高速道路での県外大型車両) ・歩道堆雪による歩
行者の車道部歩行 ・除雪した雪の歩道・車道への投げ捨て ・迂回車両の一極集中(高速道路と一
般道の交差部など) ・国，県市町村の除雪車出動基準の統一性の欠如 ・道路と間違え線路内へ
進入(JR 小浜線) ・民家などからの除雪した雪の道路への投げ捨て ・車の放置(民地などへの無断
放i'fiう ・線路除雪のための入手不足(臨時管理員なとウ ・道路管理者間の情報交換不足 ・除雪の
進行状況や利用者への情報提供不足 ・交通規制(取り締まり)の甘さ ・県や市町村，道路管理者
交通事業者間の連携不足 など
- 34-
平成13年大雪が福井地域の交通と地域活動に及ぼした影響
4. 交通混乱による生活活動・経済活動への影響
4. 1 生活活動
まず通勤通学への影響をみると，鉄道，パスともに運休や遅延が相次ぎ，途中下車で徒歩に切り替え
るなどその対応に追われた.また自家用車に関しても渋滞のために通勤通学時間は軒並み増加した(例
えば，福井市学園町一JR福井駅前:パスで通常 10""'20 分→3 時間以上，清水町内一福井市内・通常車
で約 15 分→3 時間以上など) . . これらへの対応として，雪捨て場の広報，雪捨て場の追加，ごみステー
ションの変更，地域ぐるみの除排雪を県民に対し呼び掛け(県災害対策連絡室) ，県民一斉除排雪デー (20
日(士)， 21 日(日)の両日)などが実施された.
またスーパーやコンビニエンスストアなどで食料品が品帯状態になり，食卓への影響もみられた日
常生活上で問題となった出来事はおよそ表-7 のとおりである.
その他のことで特筆すべきこととして，大雪の 1 月中，県内では交通死亡事故が 1 件も発生せず， 1976
年(昭和 51 年)の 2 月以来， 25 年ぶりに月間死亡事故ゼロを記録した負傷者も 1 月初日現在 377
人で前年より 57 人械となった一方，物損事故は 25%増の1.874 件となった.これらは大雪のため車
の速度が遅くなったことも一因と考えられる.
表- 7 日常生活上問題となった出来事
・ごみステーシヨンへの無造作なゴミ出し ・除雪した雪の後処理 ・除雪用品の不足(スコップ，
スノーダンプ，長華It) ・ごみ収集の中止(空き瓶類，特殊ごみなど:福井市，鯖江市なとウ ・流雪
溝の雪詰まりによる道路・家屋の冠水(大野市，福井市) ・献血量の不足(県赤十字血液センター)
融雪水による飲料水不足の心配 ・在宅介護サービスの遅れ ・食料品の品薄による食卓の変更
通学路の確保困難 など
4. 2 経済活動
交通渋滞，途絶等により，各地で物資の輸送遅れ，また観光業などに大きな影響が出た.
食料品に関しては，北陸自動車道など幹線道路の通行止め，渋滞の影響で中京や関西方面との輸送に
遅れが目立った.県外メーカーのパンなどの入荷が大幅に遅れるとともに，生鮮食料品の入荷遅れで地
元産のものでの対応もみられた.
生鮮品などに関しては，福井中央卸売市場で、は雪のため水産で一部入荷が競りに間に合わなかったも
のもあったが，青果，花井ともに大きな影響はなかった.また敦賀市公設地方卸売市場で、は，野菜など
は遅れながらも大阪や京都，岐阜県から入荷しており数日分の備蓄があったため大きな影響はなかった.
運送に関しては，ある宅急便業者では 8 割程度の荷物の到着遅れが発生した特に県境を跨ぐ場合の
運送は北陸自動車道の影響をまともに受けることとなった.
製造業に関しては，製品の出荷が延滞するなど資材の入荷が困難となり，僅かのストックで何とか生
産体制を確保した業者もみられた物流停滞が 2， 3 日程度であれば在庫で対応できるというところも
あったものの，それ以上になった場合の保証はできないといったところが多かった.
スキー場への入り込み客も減少した 17 日には作業中の除雪車が深雪のため立ち往生し，今庄 365
スキー場の従業員が出勤できなくなり休業した. 16 日から 19 日までに団体客のキャンセルが計 7 団
体 540 人に上った.奥越のスキー場でも全体的に客足が伸び悩み，福井和泉スキー場では平日の 10 分
の 1 程度，スキージャム勝山でも入り込み客数が千人を害IJ り込む日が続いた.
また県内企業や経済団体のイベント，セミナー，パーティ，新年会などの中止・延期などが相次いだ.
芦原温泉では， 15""'27 日 のキャンセルが 2，479 人，約 5，000 万円の損失(芦原温泉旅館協同組合まとめ
17 日午後 4 時現在)となった. 県内をはじめ中京，関西からの観光客のキャンセルが目立った.
一方，大雪により需要が拡大したものもみられた.福井市内の大型ホームセンターでは除雪用品が通
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常期より大幅に売れた.またホテルで、は県外客からの予約キャンセルが相次いだものの，帰宅できない
会社員や待機のための宿泊者があった.
以上のように，今回の大雪は日常の生活活動，経済活動へ多大な影響を与えただけでなく，雪に強い
はずの雪国が実は「雪に弱かったJ というイメージが持たれることに対する懸念も大きく，その影響は
大雪期間中だけに留まらないものと考えられる.
5. 大雪における問題点・課題
これまで 2， 3, 4 章では，今回の大雪による影響を整理してきたが，その中から明らかにされた問題
点，課題等をまとめるとおよそ以下のようになる.
まず一番に大きいのは雪に対する認識，準備の甘さで、あったといえる. ド、カ雪で、あったことは間違い
ないものの，これまで大きな影響が出ることを多くの人は予想していなかったに違いなく，そのことが
影響をより大きいものにしたことは事実である.過去の豪雪の時とは社会情勢等が大きく様変わりして
おり，問題発生のメカニズムも複雑化しているが，過去の教訓を活かすとともに近年進展が目覚しい情
報化を取り込むなど，新たな動きもみられることは注目すべきである.その例として，携帯電話による
情報収集・提供 (i・mode で市のホームページを掲載:敦賀市)，ラジオでの交通情報の提供 (FBC 福井
放送， NHK 福井放送局)，ホームページの立ち上げ(福井テレビ) ，テレビで、の字幕スーパーによる交
通情報提供 (NHK 福井放送局)などマスメディアを活用したものがみられた。また今回の大雪の教司1 1
をもとに， JR 西日本金沢支社では， 2 月には携帯電話を利用した情報伝達の試行も開始しており，ホー
ムページでも遅延情報も伝えることを検討するとしている.また県は大雪後開催した道路関係者連絡会
議で，主要幹線道路で通行量が多い区間などを最重点除雪区間に指定し，降雪深 5cm (現行 10cm) で
除雪出動することを決めるなど，出動基準の緊急見直しを行った.
今後取り組むべき課題として，施設など、のハード面では，融雪・消雪装置の充実，線形の見直しなど
道路構造面に関わるもの，またソフト面では，行政側の対応として雪に関する苦情を引き受ける窓口の
設置・充実，消火栓や防火水槽周辺の除雪への協力，緊急車両の進入路確保，踏切除雪の役割分担の明
確化，排雪場所の拡大，除雪オベレーターの育成・確保などが多く指摘されている.また市民やドラー
ノ〈ーには運転マナーの向上，自家用車から公共交通への手段転換による自動車総量の削減，立ち往生し
た車の移動の協力など， ["公共心」の重要性が多く指摘された.
福井商工会議所，敦賀商工会議所，県会議員と武生市議会市民連合，産業界などからは，今回の大雪
による影響を踏まえ，自治体に対し雪に強し、まちづくりに向けた除雪体制の改善などに関宮る要望書も
提出されている.
6. おわりに
本稿では，平成 13 年大雪が地域に及ぼした影響を捉え，今後の雪対策の基礎資料とすべく各種情報
を収集・整理した.福井は豪雪地帯であるものの，地理的に降積雪地域とそうでない地域との境界領域
に位置していること，また近年の少雪傾向により雪に対する意識も過去の 56 豪雪， 38 豪雪などとは大
きく異なり，克雪から利雪・親雪といわれるように雪への接し方も多様化している.今回の大雪では克
雪の重要性がかなり再認識され，その中では行政のみならず市民や企業の協働関係(パー トナーシップ)
の構築が様々な場面で指摘された.このことは利雪・親雪を考えていく上でも，除排雪といったいわば
「克雪J を通じて地域社会を構成するいわゆる「地域コミュニティ」の形成が強く求められているとし、
えるのではないだろうか.
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